
　

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
阿

津
賀
志
山
と
、
そ
の
裾
野
に

広
が
る
阿
津
賀
志
山
防
塁

を
望
む
西
大
枝
地
区
に
、
そ

の
歴
史
的
意
義
と
長
大
な
ス

ケ
ー
ル
を
体
感
で
き
る
阿
津

賀
志
山
防
塁
下
二
重
堀
地
区

歴
史
公
園
「
あ
つ
か
し
千
年

公
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

公
園
内
に
は
、
駐
車
場
や

ト
イ
レ
、
案
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
整
備
さ
れ
、
国
指
定
史
跡

「
阿
津
賀
志
山
防
塁
」
や
岩
手

県
平
泉
町
の
中
尊
寺
か
ら
譲

り
受
け
た
、
奥
州
藤
原
氏
ゆ

か
り
の
「
中
尊
寺
ハ
ス
」
を

間
近
で
見
学
で
き
、
自
由
に

散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

～ 1000 年のまちから、100 年後の未来につなぐ公園～～ 1000 年のまちから、100 年後の未来につなぐ公園～

「あつかし千年公園」「あつかし千年公園」77 月月 1010 日日  オープンオープン

「阿津賀志山防塁」は「二重堀」とも呼ばれています

　

7
月
10
日
は
、
午
後
7
時

か
ら
落
成
式
を
開
催
。
防
塁

や
ハ
ス
池
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
11
日

か
ら
8
月
15
日
ま
で
は
「
く

に
み
蓮
ま
つ
り
2
0
2
1
」

が
開
催
さ
れ
、
毎
週
末
は
公

園
の
案
内
や
地
元
産
品
の
販

売
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

町
の
新
た
な
憩
い
の
場
と

な
る
「
あ
つ
か
し
千
年
公
園
」

で
、
8
0
0
年
の
時
を
超
え
、

今
も
な
お
続
く
国
見
の
歴
史

物
語
に
触
れ
、
見
ご
ろ
を
迎

え
る
中
尊
寺
ハ
ス
を
愛
で
な

が
ら
、
奥
州
合
戦
当
時
に
思

い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

今年ももうすぐ見頃を迎えます

1
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
ト
イ
レ
2
屋
根
は
ハ

ス
の
葉
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
あ
ず
ま
や

1 2

　　　　　　くにみ農業ビジネス訓練所
　

ト
ラ
ク
タ
ー
の
操
作
講
習

会
が
6
月
3
日
に
開
催
さ
れ
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
取
り
扱
い
や

運
転
操
作
な
ど
を
長
期
研
修

生
5
名
が
学
び
ま
し
た
。

　

ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ

ン
の
石
川
謙
二
さ
ん
が
講
師

を
務
め
、
整
備
や
洗
車
の
際

に
注
意
す
る
こ
と
、
エ
ン
ジ

ン
を
か
け
る
際
の
確
認
事
項

な
ど
の
基
本
的
な
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
実
際
に
研
修
生

が
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
し
、

畑
の
耕
う
ん
作
業
を
行
う
な

ど
、
充
実
し
た
内
容
の
講
習

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
生
全
員
が
ト
ラ
ク

タ
ー
の
運
転
は
初
め
て
で
、

講
師
の
操
作
説
明
に
集
中

し
て
耳
を
傾
け
、
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。
運
転
の

講
習
が
始
ま
る
と
、
研
修
生

は
緊
張
し
な
が
ら
も
ト
ラ

ク
タ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
を
か

け
、
前
進
・
後
退
・
耕
う
ん

の
作
業
を
そ
れ
ぞ
れ
体
験

し
ま
し
た
。
機
械
操
作
の
複

雑
さ
に
初
め
は
戸
惑
っ
て

い
ま
し
た
が
、
繰
り
返
し
練

習
す
る
に
つ
れ
、
緊
張
が
和

ら
い
だ
様
子
で
し
た
。

　

講
師
が
横
に
付
き
添
っ
て

の
運
転
体
験
で
し
た
が
、
研

修
生
ら
は
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
し
、
畑
を
耕
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
満
足
し
た

様
子
で
、
互
い
に
研
修
内
容

を
復
習
し
、
今
後
の
農
業
研

修
に
役
立
て
よ
う
と
意
気

込
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
の
操
作
講
習
会
を
開
催

1

2 3

4

1_ 整備をする際の注意点を聞く長期研
修生 2_ 緊張の初運転　3_ 慣れないギ
ア操作に苦戦　4_ 作業機械について説
明する石川さん（右下）

　車と違い、手順が多いことに驚きました。単に走るだけでなく、

同時に作業機械の操作も必要となるので、操作するのが大変で、

車以上にハンドルが利くため、転回する際の調節には特に苦労

しました。運転操作だけで手一杯になってしまい、作業機械の

操作が疎かになってしまいました。土の性質や作物によって、

作業機械の回転数や歯の入れ方を変える必要があるので、これ

からの訓練でたくさん経験値を積んで身に付けたいと思います。

長期研修生に聞きました

長期研修生

三
み く り の

栗野　祐
ゆ う じ

司さん

予想以上の難しさに苦労しました

地域おこし協力隊

　　　　岡野　希春

■桃の木オーナー制度とは
　このプログラムはあらかじめ申し込みを行い、生
育過程を楽しみながら国見町の桃を受け取ることが
できる取り組みです。国見町は桃の産地ですが、ク
ニミノマドが運営事務局となることで、生産者と消
費者をつなぐ仕組みをつくり、新しい販路を開拓で
きると考えています。今年度はモニター募集を行い、

地域おこし協力隊活動日記 vol.10

1 週間弱で目標の参加者
を集めることができ、受
付を終了しました。現在、
協力農家さんを募集して
いますので、ご連絡をお
待ちしています。今後と
もよろしくお願いします。

んにちは、地域おこし協力隊の岡野希春です。
国見町に移住して 1 年が経ちました。今回は私の

活動内容についてお伝えします‼

こ
■関係人口創出プロジェクト「クニミノマド」を始動
　今年度からクニミノマドでは、国見町の地域や人々
との多様な関わりを生み出し、継続的に関わり続けら
れる仕組みを作ることで、町との関係人口創出に取り
組みます。また、関係人口が生み出す地域内外の人材
の相互作用により、地域活性化や地域づくりの担い手
を創出していきます。第 1 弾企画として桃の木オーナー
制度を新設しました。 問企画調整課総合政策係　☎ 585-2217
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